
丘中学校 長野県と戦争に関する調べ学習 

 

塩尻市立図書館 青山 清水 

 

1. 市立図書館とレファレンスについて 

 

 

 

2. 関連キーワードについて 

 

 

 

3. 自分の調べるテーマを具体的な文章にする。 

例： 「満蒙移民について知りたい」→×  

「満蒙に移民した人たちはどんな人たちだったのか？」 

   → 年齢は？ 理由は？ どうして長野の人が多かった？ 

 

4. 調査を開始する 

辞書・辞典（レファレンスブック）を調べる 

郷土資料を調べる 

 

5. 書誌情報を記録する 

奥付を見る、ページ数を記録する 

① 長野県百科事典 P754 信濃毎日新聞社  

 

6. 調査結果をメモする 

書き写すことではなく、まず目を通す事を意識する 

全て書き写すのではなく、基本的な情報と新しい情報、気になった言葉を書く 

「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「なぜ」「どのように」を意識する 

 

満州移民 

1932年にはじまる、長野県から 3万人が移住、戦後の混乱と食糧不足、移民した半分

以上が帰ってこれなかった ① 

 

7. 考察する 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

《関連キーワード》 

① 学徒出陣 

特攻隊・無言館・戦没者・松本五十連隊・上原良司・慰問袋・神風・赤紙（召集令状） 

手記・きけわだつみのこえ・遺書・千人針・徴兵制 

② 疎開 

学童疎開・空襲・疎開工場・建物疎開・縁故疎開・集団疎開 

戦争孤児・栄養失調・東京大空襲・浅間温泉・駅（南松本） 

③ 満蒙開拓（満州開拓） 

満州国、大陸の花嫁・満蒙開拓少年（青年）義勇軍・桔梗ケ原女子拓務訓練所 

慰霊碑・大日向村・地主・工業・資源（鉄鋼・石炭・鉄鉱石）・中国残留孤児 

④ 大本営 

天皇・松代大本営・防空壕・地下壕・本土決戦・突貫工事・大本営工事 

強制動員・戦争遺跡・在日韓国朝鮮人・外国人強制連行 

⑤ 産業（農業）と生活 

蚕糸業・生産量・農家・農地・跡継ぎ（次男・三男…）・闇市・国民服・配給制 

⑥ 教育 

竹やり・勤務動員・興亜教育・教育勅語・移民訓練所・信濃教育会・学徒動員 

軍国主義・軍国教育・高等女学校・軍需工場・新聞・学徒勤労動員令 

⑦ 空襲 

原爆・長野市・上田市・死者・長野飛行場・国鉄長野駅舎・防空壕・防空頭巾 

空襲警報・機銃掃射・ロケット弾・B29・爆撃機・灯火管制 

⑧ 軍需（注：戦争に必要なものをつくること） 

鐘・金属回収・戦闘機の製造・戦闘機・軍需工場・女子挺身隊 

学徒勤労動員・銅像徴収・駅（南松本駅） 

① 

学徒出陣 

② 

疎開 

③ 

満蒙開拓 

④ 

大本営 

 

長野県 

⑤ 

産業（農業）

と生活 

⑥ 

教育 

⑦ 

空襲 

⑧ 

軍需 
注：戦争に必要なもの

をつくること 

 郷土（長野県・塩尻）

に関連付けて考える。 

 関連するキーワード

を考える 



調べるためのワークシートメモ 

 

 

 

 

 

 

 知りたいことを具体的な文章にする。→ 具体的なテーマを決める 

「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「なぜ」「どのように」をプラスする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どうしてそのテーマを選んだのか、気になったポイントやどう思ったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 自分の調べたいこと、知りたいことはどんなことか（テーマ） 

② どうして、そのことを調べようと思ったのか（動機・目的） 

③今知っていること、予想していること（推論） 

④調べたいテーマに関連するキーワード 



 

 

 

 書誌情報（本の情報）は、奥付を見る 

 調査結果を書く時は、どの本に載っていたかわかるように、その本に対応する番号を

書くとわかりやすい。 

 

 

 

 

 

 

書名
しょめい

（タイトル） 
 

ページ 著者
ちょしゃ

・編者
へんしゃ

 出版社
しゅっぱんしゃ
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⑤書誌情報を記録する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 書いてあることを全て書かなくても良い。同じことは書かなくてよい。 

 基本的なこと、新しく知ったこと、自分が気になったことを書く。 

 書く時は「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「なぜ」「どのように」を意識する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初に考えていた予想に対してどうだったか、 

調べて知ったことに対する自分の感想や考えたことを書く 

感想・考えたこと（考察） 

調査結果 


